ワンポイント英会話 (令和４年・8/15,16,17)
B：Hello everyone, how are you?
高山市役所の山腰です。ワンポイント英会話の時間です。
海外戦略課の職員がローテーションで様々な英会話をご紹介します。
今日も海外戦略課で勤務している国際交流員のエリザベスさんと一緒に勉強したいと思います。
エリザベスさん、よろしくお願いします。
A：よろしくお願いします！
B：今週のテーマは「お盆」です。エリザベスさん、アメリカではお盆のように先祖を供養する風習はありますか？
A：はい、特に日系アメリカ人のコミュニティーで過ごします。日本では典型的なお盆の迎え方は実家に戻り、家族とお墓参りすることですが、アメリカでのお盆は夏まつりみたいな行事になりました。地元のお寺で盆踊りをしたり、Ｂ級グルメの屋台が出たり、コミュニティーイベントが開催されたりしています。そして、誰でも参加することができるので日本の文化に触れ合う機会として見られています。
それでは、今日はお盆に関係する英語表現を学びましょう！

A：今日のキーフレーズは・・・Is there a holiday like Obon in your country?
　　～間をあける～
Is there a holiday like Obon in your country?

～間をあける～
これは「ご出身国ではお盆のような風習がありますか」という英語表現です。
B；続いてキーフレーズを使った会話をご紹介します。
B：Is there a holiday like Obon in your country?

　（ご出身国ではお盆のような風習がありますか？）
A：Yes, there are many holidays like Obon, and actually, Obon is celebrated in the US.
　（はい、お盆のような風習がたくさんあって、実はアメリカでもお盆を迎えます。）
B：Really? Also, why are there so many holidays?
　（え、本当ですか。なぜお盆のような風習がありますか？）
A：In the United States, immigrant communities still honor their traditions. So communities that honor the deceased will continue those practices.
 (アメリカでは移民コミュニティーにそれぞれの風習があります。故人に敬意を表す風習をアメリカへ移民しても行い続けます。)
B：今日のキーフレーズ、「Is there a holiday like Obon in your country?」はご出身国ではお盆のような風習がありますかという意味ですね。
A：そうです！どこの国でも独特な風習を持っていますが、その表現で祝日や風習を比較対照することができます。 もちろん違うところがありますけど、会話を重ねていると偶然に同じこともあるので面白いと思います。
B：なるほど、違いは当然ですけど、重なっているところもありますね。
続いて、今日の会話に出てきた単語をいくつか練習してみましょう！
　A：to celebrate Obon
    B：お盆を迎える
　A：immigrant
B：移民
A： to honor
B：敬意する
Ｂ：いざという時に使えるよう日頃から学びましょう。
なお、ワンポイント英会話は高山市のHPでも音声と原稿をご確認いただけます。
また、海外戦略課の公式FB及びインスタグラム、Visit Hida Takayama Officialでは高山で輝いている人へのインタビューなどを英語で紹介しています。
英語の学習にもなるかと思いますのでぜひご覧ください。

それではまた次回まで…See you next time!
